
 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子情報工学序論 平成22年度 青山俊弘 1 前期 履修単位1 必 

 

［授業のねらい］ 

中学で習った数学や理科が電子情報工学科で学ぶさまざまな科目にどのように関係しているか，また，高専で学ぶ数学や物理がどのよう

に電子情報工学科の専門科目に通じているかを理解し，高専での学習の基礎を身につける．問題解決のためのモデル化の概念について理

解し，簡単なモデルを作り，解くことができる能力を身につける．情報化社会の中で生活する上で必要なコンピュータ，ネットワークに

基づいたコミュニケーション技術を習得するとともに，関連する技術や法的側面について理解する．また，データと情報の違い，電子情

報工学科で学ぶ様々な基礎となる情報の概念や性質について論理的に説明できる能力をつける． 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞に対応する． 

第１週 ガイダンス，パスワード 

第２週 情報と情報処理, 問題解決モデル 

第３週 物理量と単位，アナログとデジタル，情報の単位 

第４週 n進法 

第５週 さまざまな情報のデジタル化1(数値，文字) 

第６週 さまざまな情報のデジタル化1(音声，画像，動画) 

第７週 論理演算 

 

第8週 中間試験 

第9週 コンピュータの仕組み（ハードウエア） 

第11週 コンピュータの仕組み（ソフトウエア） 

第12週 プログラムを作る手順，セキュリティを守る技術 

第13週 コミュニケーション 

第14週 インターネット犯罪 

第15週 情報の正しさ，著作権とライセンス 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 1. 情報の概念 

 2. マナーに沿ってインターネットを使ったアプリ

ケーションを利用できる 

 3. インターネットとインターネットを使ったアプ

リケーションの技術的仕組みを知る 

 4. 情報に係る法律の概要について知る 

 5. 情報の検索，収集，処理，伝達の方法について知る 

 6. コンピュータの基本的な構成を理解する 

 7. ソフトウエアの役割について理解する 

 8. 数値表現法としてのn進法について理解し，計算ができる 

 9. 簡単な数理モデルを作成し，解くことができる 

 10. 適切な単位，補助単位を使うことができる 

［この授業の達成目標］ 

情報の概念，問題解決とモデル化の概念，インターネットの

基本的概念，インターネットを利用するマナーについて理解

し，情報の収集から情報発信までの一連の流れに沿って適切

な方法を選び，利用することができる． 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の「知識・能力」1-10を網羅した問題をレポート，小テスト，中間

試験，期末試験で出題し，目標の達成度を評価する．達成度評価におけ

る各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．評価結果が百点法で60点

以上の場合に目標達成とする． 

［注意事項］「電子情報工学実験」においても，この授業の内容と関連した内容の演習を行う 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］中学校までの数学と理科を理解し，MS-Windowsの基本的な操作ができること 

［レポート等］（履修単位の場合は［レポート等］）随時，レポートなどの課題を課す． 

 教科書：「ネットワーク社会における情報の活用と技術 改訂版」岡田正，高橋参吉，藤原正敏編，実教出版株式会社 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期中間，期末の２回の試験を80%，適宜行うレポート，小テストを20％で評価し，100点満点換算した結果を学業成績とする．再試験は

行わない． 

［単位修得要件］学業成績で60点以上を取得すること． 

 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

プログラミング基礎 平成２２年度 田添 丈博 １ 後期 履修単位 1 必 

 

［授業のねらい］ 

 プログラミング基礎では，プログラミングの基礎知識について学習する．演習は UNIXで行い，C++言語を用いる． 

 

 

［授業の内容］ 

 すべての内容は，学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞に対応する． 

第１週 プログラムの作成と実行 

第２週 画面への出力 

第３週 キーボードからの入力 

第４週 式と演算子 

第５週 if文 

第６週 switch文 

第７週 演習 

第８週 中間試験 

 

 

第９週  for文 

第１０週 while文 

第１１週 配列 

第１２週 演習 

第１３週 関数 

第１４週 関数のオーバーロード 

第１５週 関数テンプレート 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．C++プログラミングに必要な UNIX の基本的な知識を理解して

いる． 

２．基本的な処理手順（アルゴリズム）の構成を理解している． 

３．C++による逐次処理（入力・四則計算・出力など）のプログラ

ミングができる． 

 

４．C++による条件判断による場合に応じた処理のプログラミング

ができる． 

５．C++による繰り返し処理のプログラミングができる． 

６．C++による関数を用いた基礎的なプログラミングができる． 

 

［この授業の達成目標］ 

 C++プログラミングの手順を習得し，逐次処理・条件判断・繰り

返しを用いたプログラミングができ，関数の基礎を理解している． 

 

 

 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 

 上記の「知識・能力」１～６を網羅した問題を中間試験と定期

試験とレポート課題で出題し，目標の達成度を評価する．達成度

評価における各「知識・能力」の重みは概ね均等とするが，基本

的な処理は頻繁に用いられるので，必然的に重みが大きくなる．

評価結果が百点法で６０点以上の場合に目標の達成とする． 

 

［注意事項］ プログラミングの講義は，プログラム言語自体の習得を目的としているとともに，プログラムの基本的な作り方を習得

することが目的である．処理手順（アルゴリズム）の大切さを理解してほしい． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ プログラム演習の問題を理解するための数学の基礎知識，および前期の電子情報工学序論

で学んだ事項． 

［レポート等］ 適宜，演習問題を課し，それに対するレポート提出を求める． 

 

 教科書： 「やさしい C++ 第３版」 高橋麻奈著（ソフトバンク） 

 参考書： 「プログラミング講義 C++」 柴田望洋著（ソフトバンク） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 原則として中間・期末の２回の試験を９０％，レポートを１０％で評価する．ただし中間試験について，６０点に達しない場合には

それを補うための再試験を行うことがある．これについては６０点を上限として評価する．期末試験については，再試験を行わない． 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること． 



 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. 回路図の見方，回路図からの結線の仕方 

2. データの取り方，まとめ方 

3. グラフの書き方 

4. データの解釈，考察とレポートの書き方 

5. はんだづけの要領 

6. 基本的な論理回路の理解 

7. オームの法則，キルヒホッフの法則の理解 

8. タイピング，ワープロ等のソフトウエアの活用法 

９．インターネットについての理解 

10．メールサービスについての理解と知識 

11．ウェブと HTMLについての理解と知識 

12．情報発信，表現を行うための方法（データの表現法，プレゼ

ンテーション法，ウェブページ） 

13.UNIX環境の使い方 

14.C++による入出力，四則演算，条件判断，繰り返し，配列に関

する理解と知識 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子情報工学実験 平成 22年度 長嶋・青山・浦尾 1 通年 履修単位 3 必 

 

［授業のねらい］ 

電子情報工学の基礎的な概念と技術の習得を目的とした実験，製作，および演習を行う．電気電子基礎実験では，物理量を電気量に変

換するシステムを通して，報告書作成法の習得，ものつくりの基本となる半田付け作業，および基本計器の取り扱いに習熟する．コン

ピュータに親しみ，基本的な活用ができるようにする．具体的には，ワープロ等の応用ソフトウエアを使いこなせるようにし，インタ

ーネットとメール，ウェブについて理解し，情報の収集，選別，整理，発信に関する基本的な知識と技術を習得する．また，C++言語

により基本的なプログラムが記述できる．さらに，このようなプログラム作成を効率的なものとするための環境である UNIX(Linux)に

関する基本的な知識と技術を習得する． 

［授業の内容］各週の内容は電子情報工学科の学習教育目標（B

）＜基礎＞および（C）＜発表＞に相当する．  

 

前期 

ネットワークリテラシー 

第 1週 ガイダンス，情報処理実験室利用講習，タイピング 

第 2週 メール配送の仕組みと電子メールの操作方法 

第 3週 ウェブサービスの仕組みと情報検索 

第 4週 HTMLによる情報発信（ホームページの製作１：HTML） 

第 5週 HTMLによる情報発信（ホームページの製作１：CSS） 

 

電子回路基礎 

第 6週 電気電子回路入門（電気電子回路と回路素子について） 

第 7週 電子回路基礎 1（テスタの使い方と電子機器の分解） 

第 8週 中間試験 

第 9週 電子回路基礎 2（電子機器の分解つづき） 

 

情報リテラシー 

第 10週 表計算ソフトを使ったデータ整理（１） 

第 11週 プレゼンテーション作成（１） 

第 12週 プレゼンテーション作成（２） 

第 13週 発表（１） 

第 14週 発表（２） 

第 15週 ワープロソフトによるレポート作成（１） 

 

後期 

プログラミング＆Linux演習 

第 1週 Linux1概要，基本的な使用方法，テキストエディタ 

第 2週 プログラミング 1(入出力) 

第 3週 プログラミング 2(四則演算) 

 

電気回路基礎 

第 4週 オームの法則，キルヒホッフの法則１（講義） 

第 5週 オームの法則，キルヒホッフの法則２（講義） 

第 6週 オームの法則，キルヒホッフの法則３（実験） 

第７週  電気回路基礎の総合演習 

 

第 8週 中間試験 

 

情報リテラシー 

第９週 表計算ソフトを使ったデータ処理（２） 

第 10週 ワープロソフトによるレポート作成（２） 

 

プログラミング＆Linux演習 

第 11週 プログラミング 3(繰り返しと条件分岐 1) 

第 12週 プログラミング 4(繰り返しと条件分岐 2) 

第 13週 Linux2 ディレクトリ構造とファイル操作 

第 14週 Linux3 リダイレクトとパイプライン 

第 15週 プログラミング 5(総合演習) 

（次ページにつづく） 



 

 

 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子情報工学実験（つづき） 平成 22年度 長嶋・青山・浦尾 1 通年 履修単位 3 必 

[この授業の達成目標]  

電子回路，電気回路，情報リテラシー，ネットワークリテラシ

ー，プログラミングに関する専門用語および基本的な機器，ソフ

トウエアの使用方法を理解しており，データ整理，実験誤差に関

する検討ができ，タッチタイピングによりキーボードを操作でき

，さらに，得られた結果を論理的にまとめ，報告することができ

る． 

[達成目標の評価方法と基準]  

「知識・能力」に記述された各項目について，報告書の内容，プ

レゼンテーションおよび実技試験の結果により評価する．評価に

対する「知識・能力」の各項目の重みは概ね均等である．評価結

果が 100点法で 60点以上の場合に目標の達成とする．  

［注意事項］ 同時期に開講される「電子情報工学序論」「プログラミング基礎」の内容を理解しておく必要がある． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ MS-Windowsの基本的な操作方法が必要になることがある． 

［レポート等］ 実験終了後，実験報告書（レポート）を提出する．指定された期限内に提出されない場合には，減点の対象となる．

また，タッチタイピングの実技試験を行うので，各自の練習を要求する． 

 教科書：教員作成の資料を用いる 

 参考書：各分野で以下の参考書を薦める． 

電気回路：「わかりやすい電気基礎トレーニングテキスト」（コロナ社） 

ネットワークリテラシー：「ネットワーク社会における情報の活用と技術 改訂版」岡田，高橋，藤原編，実教出版株式会社 

プログラミング：「やさしい C++第３版」高橋麻奈（ソフトバンク） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 各テーマで課された課題に関する実験報告書あるいは課題提出を７０％，プレゼンテーショ

ンとタッチタイピング実技試験を合わせて３０％として評価し，百点法で６０点以上を取得すること． 

［単位修得要件］ 与えられた実験テーマのレポート（あるいは課題）を全て提出し，学業成績で 60点以上を取得すること． 
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